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                                   校長 齊藤 カオル 

今号のタイトルは、先日行われた 6年生を送る会にあたり、3年

生が児童玄関に掲示してくれた飾りに書かれていた言葉です。２～

５年生の子どもたちが、「橋田小のリーダーとして 1 年間頑張って

くれた 6年生に感謝の気持ちを伝えたい。」と 5年生の企画・運営

のもと、6年生を送る会の準備を行ってきました。6年生を送る会

当日、各学年の発表やお礼の色紙には、「６年生はすごい！」「優し

い６年生、大好き！」「６年生を見習って素敵な最高学年になりた

い！」等の６年生を讃えるたくさんの言葉が溢れていました。 

 

６年生は、思い出のエピソードを盛り込んだ、クスッと笑える場面が随所にある劇と音楽の時間に学習した合

奏を発表してくれました。劇や合奏の上手さはもちろんのこと、体育館の後ろまでしっかりと声が届く堂々とし

た姿で、「さすがは 6年生！」と実感することができました。6年生を送る会後に 6年生から各学年に贈られた

お礼の手紙には、「ありがとう。」「うれしかったよ。」「○年生でも頑張ってね。」等の下学年を思いやる優しい言

葉が綴られていました。 

 

６年生は、「『6年生の真似をしなさい』その一言で済む学校を作る」と大きな目標を立て、常に橋田小のリー

ダーとして自分たちにできる工夫を考え、見事たくさんの行事や委員会の仕事をやりきってくれました。そんな

格好いい６年生の姿を在校生は見ていたのだと思います。６年生の姿を思い出し、「６年生を送る会で、ぼくは、

涙が出たよ。○○さんも泣いていたよ。」という 1 年生の声が聞かれました。６年生からは、各学年からの出し

物や準備を目にして、「泣きそうになった。」という声が聞かれました。 

 

何と素晴らしいことでしょう。どの学年からも、「ありがとう」の感謝の気持ちがとてもよく伝わってくる、心

が温かくなる６年生を送る会、6年生を送る旬間となりました。 

 

企画・運営の５年生も立派でした。６年生の頑張りをよいお手本として見てきたからだと思います。６年生から

５年生によい伝統がしっかりと受け継がれています。 

 

 

 

 

 

 

「ありがとうと思いやりあふれる学校」を目指しての 1 年間が無事に終わろうとしています。6 年生を送る会

での子どもたちの姿から、目指す学校に少しでも近づくことができたのではないかと思います。保護者の皆様や

地域の皆様からも多大なご協力をいただくことができましたことに感謝申し上げます。 
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よく見ると、描いた子どものもち味が出ています！ 
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５年生作成のスライドショーを見る６年生 

笑ったり、しんみりしたり・・・大成功！ 

 



令和５年度 １年間を振り返って 
 

令和５年度も１年間、橋田小学校の教育活動にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうござ

いました。様々の活動を通して子どもたちは成長してきました。数年ぶりに復活した活動もあり、

充実した１年となりました。 

 

＜４月＞  

１年生１３名を迎え、全校児童７７名で、令和５年度の教育活

動がスタートしました。緊張の面持ちだった入学式から１年が経

った１年生は、授業に積極的に参加し、毎日元気に遊んでいます。

１年間で、心も身体も大きく成長しました。 

 

＜５月＞  

４年ぶりに実施した地域運動会は、保護者の皆様や地域の皆様

にも大勢参加していただき、大盛況でした。競技に楽しんで参加

していただくとともに、地域ぐるみで子どもたちの成長を見守る

風土を感じました。 

 

＜６月＞ 

６年生にとっては、市内陸上記録会も大きな行事の１つとして、

思い出に残ると思います。参加種目を決めてから、放課後の練習

に励みました。当日は、自己ベストを更新し、入賞を果たした子

どももたくさんいました。 

 

＜７月＞ 

急遽、学校のプールが使用できなくなったのですが、市民プー

ルをお借りして、水泳の授業を実施することができました。各学

年３回程度と、実施回数は少なかったのですが、子どもたちは水

の中での活動を満喫していました。 

         

＜８、９月＞ 

６年生が、小学校在籍中の大きな行事の１つ、修学旅行で佐渡

を訪れました。初めて船に乗り、船酔いに悪戦苦闘している様子

でしたが、見るもの、体験するものすべてに学びがあり、充実し

た２日間を過ごすことができました。 

 

 

＜１０月＞ 

子どもたちが楽しみにしていた全校 PTA 行事「逃走中」では、

今年も多数の保護者の皆様からご協力をいただき、校舎内の至る所

で歓声が響きました。子どもたちはもちろんですが、ご協力いただ

いた保護者の皆様も、子どもたちの笑顔を見て、満面の笑顔を浮か

べていました。 

 



＜１１月＞ 

外部講師の方々からたくさんご講演をいただいた月でした。お笑

い集団 NAMARAの「出来心」様、「超耕２１ガッター」様からは、

人との関わり方についてお話をいただきました。楽しい中にも、他人

を大切にすることの重要性を感じさせてくれるお話でした。 

 

 

＜１２月＞ 

子どもたちが自分たちで企画・運営を行った「橋田っ子まつり」で

は、様々な工夫が施された学年の出店で、子どもたちはたくさん楽し

みました。お店側もお客側も双方笑顔あふれる１日となりました。 

 

 

＜１月＞ 

学校内での「こんにちは」という元気なあいさつも日常的に交わさ

れるようになりました。１月には、１・２年生が中心となって、あい

さつをしながら校舎内を回るあいさつ運動を行いました。１・２年生

に負けじと、３～６年生も大きな声であいさつを交わしている姿が

印象的でした。 

 

＜２月＞ 

「６年生を送る会」では、各学年が工夫を凝らした出し物で６年生に感謝の気持ちを伝えていま

した。送られる側の６年生も、関わってくれたすべての人達に向けて感謝の気持ちを精一杯表現し

ていました。温かい気持ちに包まれた１日でした。 

 

違いを「知る」、違いを「認める」 ～６年生の成長～ 
今年度、橋田小学校の６年生は『人権教育、同和教育』を中核に学習や活動に取り組んできま

した。「人権問題、同和問題を知っているか？」との問いに対し、６年生１４名中、挙手はゼロ。

「知らない」ところからのスタートでした。 

 急に難しい言葉で説明しても頭と心に響かないと思い、互いの違いを知るところから始めまし

た。違いとは、一人一人の「自分らしさ」のことです。「自分らしさ」が同じ人はいません。１４

名が「自分らしさ」を知り、それを仲間に伝えていくことからのスタートでした。伝えられた相

手は、それを認めます。「それは、変だよ。」「おかしいんじゃない？」という否定的な言葉は言い

ません。考えや好み等、自分とは違う他者がいることを「知り」、それを「認める」ことが、『人

権教育、同和教育』の根底に流れているものだと考えます。 

 学校内で起こるいじめや嫌がらせは、自分とは違う他者（マイノリティ）への「差別・偏見」

が原因だと思います。それは、人権問題や同和問題を「知らない」からだと考えます。「知らな

い」「知らせない」「教えない」ということは、悲劇につながります。 

 『人権教育、同和教育』を学んだ１４名は、この先、それをどんな場面で想起し、生活や人間

関係に反映させていくのでしょうか。この１年間で学んだことが活きて、自分と自分の周りにい

るすべての人たちの間に、目に見えない温かい空気がゆったりと流れていくことを願っていま

す。 

（文責 ６年担任 渡邉 由紀子） 

 



学校ホームページもご覧になってください 

http://gosenhashitasyou.sakura.ne.jp/ 

様々なご協力をありがとうございます 

～ 学校運営協議会 PTA 評議員会 育成協総会 各種ボランティア ～ 

 橋田小学校では多くの組織や地域の皆様からのご協力を得て、今年度も充実した学校運営が行わ

れました。２月９日（金）には、学校運営協議会を開き、委員の皆様から今年度の活動に関する評

価と、次年度の教育課程について貴重なご意見をいただきました。２月２９日（木）には、６年生

を送る会の学習参観と、学年懇談会、PTA評議員会が行われました。PTA 評議員会では、各委員

会で次年度 PTA活動に関する引継ぎ事項について検討していただきました。３月１日（金）には、

育成協総会が開かれました。令和６年度の活動について審議が行われ、引き続き、地域運動会への

ご協力と、子どもの登校時に子どもを見守るあいさつ運動を行っていただくこととなりました。 

 また、各種教育活動でボランティアをお願いしたところ、大変多くの皆様からご協力をいただき

ました。３年生が６送会で披露したマジックに関するご指導、１年生の昔遊びへのご指導、サケの

稚魚放流活動や民具資料館見学時の見守り、３年生以上への書き初め指導や６年生のキャリア教育

における、看護師の立場からのご講話等、本当に多くの皆様、ありがとうございました。 

 令和６年度も変わらず、本校の教育活動にご協力をよろしくお願いいたします。 

 

令和６年度に向けて ～主な変更点～ 

 学校運営協議会の皆様からご意見をいただきながら、令和６年度の教育課程について検討を重ね

てきました。これまで橋田小学校では、文部科学省が定めた標準時数よりも２～５年生は５０時間

程度、１年生は１００時間以上多くの教育活動を行ってきました（全国の小学校でこの傾向が見ら

れました）。この余剰時間の適正化を図るとともに、これまでの教育活動も見直し、令和６年度は

以下のように行うこととしました。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

１ 行事の見直しをします 

○田植え、稲刈りを行う学年を４・５年生にします。 

○全校遠足は行いません。代わりに全校縦割り班遊び（年３回）を実施します。 

○縄跳び記録会は、学年の体育の授業で行います。 

２ 校時表の見直しをします 

 ○４限６０分授業の日を週２回（月、木）とし、火、水、金は４限４５分授業とします。 

 ○火、水、金は２０分休みの後に清掃、フッ素洗口を行います。 

 ○下校時刻を５時間授業日１４：３５、６時間授業日１５：３０に原則統一します。 

３ 学校預り金の見直しを行います 

○毎月の卒業積立について、開始学年を５年生から４年生に変更します。 

 

 

 

４月の主な予定 

  ８日（月） 新任式、始業式 

  ９日（火） 入学式 

 １０日（水） ２～６年給食開始 

 １１日（木） １年給食開始 

 １２日（金） 地域子ども会 

 １７日（水） ４時間授業 小教研 

 １８日（木） ６年全国学力・学習状況調査 

 １９日（金） 学習参観、PTA総会 

 ２４日（水）～２６日（金） 授業４時間 

子どもたちにより充実し

た教育活動を行うため、

今後も変わらぬご支援を

お願いするとともに、

様々なご意見をお寄せく

ださい。 


